
※ この申し込み用紙は切り離さず、そのままお送り下さい。  FAX：03-5740-8766

※ 弊社ＨＰ(https://johokiko.co.jp/)よりお申し込み頂く場合は

   備考欄に 講師割引番号「W-012」を記載して下さい。

2019年11月開催 セミナーのご案内【講師割引申込用紙】

〒141-0032　品川区大崎3-6-4　トキワビル3階
TEL：03-5740-8755   FAX：03-5740-8766

mail req@johokiko.co.jp

＜主催＞

https://johokiko.co.jp/

講師割引申込
本講座料金（税別）より \10,000 引き

2名以上参加　更に\2,000 引き

＜講師割引適用について＞

・割引額は通常受講料金（税別）より、

　　1名ご参加の場合 \10,000円引き

　　2名以上参加の場合 

　　　通常の同時申込割引から更に1名に

　　　つき￥2,000円引きとなります。

・割引の適用条件としましては、

　本申込用紙にて、fax申し込みされた方、

　弊社ＨＰにて講師割引番号を記載の上、

　お申し込みを頂いた方に

　限らせていただきます。

　また場合によっては講師にご確認を

　取らせていただくことがございますので、

　その点ご了承下さい。

・その他割引との併用はできません。

⇒

※FAX番号はくれぐれお間違えの無い様お願い致します。

ご連絡頂いた、個人情報は弊社商品の受付・運用・商品発送・アフターサービスのため利用致します。今後のご案内希望の方には、その目的でも使用致します。
今後のサービス向上のため｢個人情報の取扱に関する契約｣を締結した外部委託先へ、個人情報を委託する場合があります。個人情報に関するお問合せ先 policy@johokiko.co.jp

FAX：03-5740-8766、または、→　https://johokiko.co.jp/　にてお申込み手続き下さい。
会社名

TEL

所属部課・役職等

住所〒

受講者① 氏名　　　　　　　　　　　　　受講者① e-mail

ご案内をご希望の場合は今後の案内方法にレ印を記入下さい(複数回答可)　 □e-mail　□FAX　□郵送

備考

FAX

受講者② 氏名　　　　　　　　　　　　　受講者② e-mail

上司氏名　　　　　　　　　　　　　　　 上司e-mail　

受講者③ 氏名　　　　　　　　　　　　　受講者③ e-mail

1.お申込確認後、受講券、請求書、会場の地図等をお送りいたします
　（申込者数が最小催行人数に達してない場合、
　開催決定まで受講券等の発送を見合させて頂くことがございます）
2.受講料のお支払いは、原則として開催日までにお願いいたします。
　後日になる場合は予定日をご明記ください。
　当日会場でのお支払いも可能です。
3.申込後、ご都合により講習会に出席できなくなりました場合は、
　代理の方がご出席ください 。 止むを得ず欠席の場合、
　弊社事務局宛に下記迄ご連絡下さい　
　※※原則、お電話での受付は致しかねます※※
　　(受付時間9:00－17:00)。　連絡先→　req@johokiko.co.jp
　弊社からの受領確認メールを持って受付完了とさせて頂きます
　（弊社からのメールが翌営業日中迄にない場合はご一報下さい）。 
 以下の規定に基づき、料金を申し受けます。
※開催日から逆算して(土日・祝祭日除く)

・講座3日前～4日前での欠席のご連絡： 受講料の70％
・講座当日～2日前での欠席のご連絡： 受講料の100％

4.原則として銀行振込の場合領収証は発行致しません。
　振込手数料はご負担下さい。
5.最小催行人数に満たない場合等、事情により中止になる場合が
　ございますがご了承下さい。

＜申込要領＞　以下ご了承の上、お申込み下さい

(株)モリモト医薬 代表取締役 盛本 修司 先生

●日　時　2019年11月7日木曜日　10:30-16:30  
●会　場　[東京・大井町]きゅりあん
●受講料　1名45,000円 + 税、(資料・昼食付) 
＊1社2名以上同時申込の場合、1名につき35,000円 + 税
※ 消費税についてはセミナー開催日当時の税率が課税されます 

★中国の医薬品市場・薬事の現状は？　★中国進出の失敗・成功ポイントを具体的事例交え解説。

日本の製薬関連企業の中国進出戦略と

中国薬事､中国医薬品産業分析
（日本の製薬企業、装置、原材料、その他の関連企業向け）

WEBでの検索は→「情報機構　AA191177」

1.はじめに
　 ・はじめに  ・背景

2.中国医薬品関連市場

3.中国のレギュレーション
 　・中国薬事規制の整備状況
 　・医薬品の対中輸出から
     現地製剤までの薬事マッピング
　 ・中国の医薬品分類
 　・CMCに関する規定（化学医薬品）
 　・中国医薬品管理法（2019）のポイント
　 ・中国のMAH（医薬品市販承認取得者）制度
 　・一致性評価の先発品メーカーへの影響
 　・中国政府が求める輸入医薬品と優遇策
 　・医薬品添加剤の対中輸出に関わる
     薬事（MF制度）
 　・医薬品製造機械に関する薬事

■講座のポイント
　日本企業が中国進出を成功させるには人材育成や
長期的投資の視点が重要。日本企業にとって成長の
望めない日本市場に対して成長著しい中国への進出は
マストだが、短期ではなく長期的な視点で投資を考える
べき。中国人は「純粋に相手をもてなそうとする
歓迎の心が強い。同時にビジネス的なしたたかさも
併せ持つ」そこで成功するには「中国を尊重し、
競うべきライバルではなく Win-Win のパートナーとして
味方にすること」が重要。
 日本は対等なビジネスパートナーとして接していく
ことが重要。

■受講後、習得できること
 ・中国医薬品関連市場の状況把握
 ・中国のレギュレーションの状況把握
 ・中国進出で失敗しない要点、成功する要点
 ・本物の成功する中国進出のための要点
   ※特に今回は、
     中国事業の具体的な事例や最新状況も紹介

4.日本の医薬品関連企業の中国進出
　 ・中国進出の日本製薬会社生産拠点
 　・中国進出の日本製薬会社中国拠点
 　・中国進出製薬関連業界（原材料､機械装置メーカー）
 　・製薬会社　中国進出状況 （中国売上高順、R&D順）
 　・日本の製薬会社　中国進出状況
    （2019年版国内製薬会社売上ランキング順）
 　・日本の製薬会社　中国進出状況（中国会社資本金順） 
 　・日本の製薬会社　中国進出状況（場所分類） 

5.中国進出失敗例､成功例
　 ・中国進出失敗の一例  ・中国進出成功の一例
 　・中国進出　最近の話題

6.中国進出のチャンス到来
　 ・日中の提携関係は大きく変化
 　・日本の製薬会社の基本的課題  ・具体的テーマ

7.中国進出成功の要点
　 ・中国進出成功の要点  ・事業提携の種類

8.まとめ　・まとめ ・最後に （質疑応答）


